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第3口総菫開催のお知らせ

来年は、慶應義塾志木高等学校創立50周 年にあたります。また志木会も設立10周

年を迎えます。今回の志木会総会はその大切な節 目にあたります。

卒業生の皆様、出来るだけ今から予定に組み込み、是非ご参加下 さい

開催日程 =平成9年 11月 30日 (日)10時 30分開場

会  場 =東京国際フォーラム (旧東京都庁舎あと)

交  通 =」 R東京駅より徒歩3分・JR有楽町駅より徒歩1分

(両駅より濡れないで行けます)

東京国際フォーラム
Tokyo International Forurn

②

晴
海
通
り

東京国際
フォーフム

至 浜松町
I

東京国際
フォーラム

開催場所 東京国際フォーラムの全景

」R線



慶應志木会会報

uヌ藤祭を再ぴ II
会費 事前振込 10,000円 当日払い 12,000円

セイシュク鼠 、

11日寺～12時

総 会

クラシックの調べ

記念講演 講師 鳥居泰彦塾長

ノlメをはずそう…

12時30分～14時30分 (ホ ールB)

懇親会

・恩師紹介及び地方支部の紹介

・イベント「後夜祭のイメージで」

・福引き 1枚 1,000円の 2枚組

豪華景品 多数

乞うご期待

野火止めを語ろう…

15時～ (各会議室 )

同期会
。原則無料で開催できるようにビール及びソフトドリンクを出席

者の数だけ用意します
。不足の方々の為に 1人5,000円 で二次会パーティも開けます
。詳しくは幹事会でご案内致します

ちで…

(ホ ール C)

総会メインテーマ

0

案内状は9月に発送致します。
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東海支
=1誕

生 I
東海支部が4月 18日 に発足をしました。

の地方支部第 1号が産声を上げました。

愛知、二重、岐阜の 3県在住の会員約180名 により我々志木会

当日は下記の式次第に則り設立総会が催されました。

志木会からは名誉会長の鐵野校長、多田副会長を始め幹事や世話人が出席、又、大舘清次様と長谷川

瑞様も来賓として御出席下さりました。出席者名簿も添えておきます。

慶應志木会東海支部設立総会次第
平成 9年 4月 18日

(敬称略)

1.受     付

2.開     会

3.設立発起人挨拶

4.来 賓 紹 介 鐵野善資

多田 毅

鴻田益孝

本橋重夫

須永泰司

5.議

6.懇

司会 15期 松本圭一

6期 田口義嘉寿

名 誉 会 長   志木高校長

副 会 長   7期
幹   事    11 期

幹   事    15 期

世 話 人    17 期

大舘清次様

長谷川瑞様

(1)議長選出 (12期  星野倶広 )

(2)支部規約について

(3)支部役員について

(4)そ の他

(1)慶應志木会名誉会長挨拶

(2)慶應志木会副会長挨拶

(3)挨拶及乾杯

(4)若 き血

０

　

０

　

０
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慶應志木会会報

東海支部出席者名簿

●二 重●

卒業期

田口

新見

荒木

塚田

星野

池田

種田

山本

深谷

岩田

磯村

藤田

池田

り|1本寸

松本

安田

小栗

岸

加藤

濱田

江原

高橋

Jし島

横山

九鬼

久田

義嘉寿

不ロルな

宏司

正口召

倶広

治幸

繁

典嗣

皓孝

忠士

良司

一夫

右

光弘

圭一

健二郎

利朗

大作

久兵衛

保宜

泰彦

宗敬

芳口召

卓幸

祥夫

泰

●岐 阜

卒業期

:   |

⑩
⑩
○
17

17

22

※ ○印は幹事です

吉田 善二郎

村田  良昭

入交  好英

笠井  敏男

橋本  和久

山本   典

加藤  晴彦

校條  宏紀

田口  利正

林   英樹

林   正啓

松久  博夫

山田  茂樹

深澤   澄

慶應志木会

●愛 知●

卒業期

⑥
9

10

10

⑫

12

12

13

⑬

14

15

15

15

15

⑮

16

17

17

⑩

18

20

④

23

24

24

25

※東海支部に続け !

志木会では、第 2、 第 3の地方支部の旗上げを待っています。各地区で支部を結成してみませ

んか。志木会が後方支援をします。

後方支援というのは後方支援であって、回は出さないけどお金も出さず。後の方で「ガンバレ」

と小さな声で応援をするだけで……。

ヮッハッハッ 人をあてにしないで、自分達でガンバッてみましょう |

⑪

・２

⑫

・８

・８

・８

0
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第3回志木会総会記念品販売のお知らせ

慶應志木高等学校創立50周年の記念品を総会当日、会場で販売いたします。販売する品物は

「懐中時計」、「腕時計」、「ネクタイ」の3種類です。

ネクタイは第一回 。第二回の総会のときに販売 したものとは違った志木高校にふさわしいあら

たなデザインを現在制作中です。

「懐 中時計」、「腕時計」 はともに金色で文字盤 にペ ンのマークとKEIO SHIKI、 50TH
ANNIVER】RYの文字をあしらったシンプルなデザインの時計です。

どれも創立50周年の記念となる品と確信 しております。数量に限 りがありますので早めにお買
い求めくださるようにお願いいたします。

販売価格は下記のとおりです。
。懐中日寺計  1個  8,000円
・腕時言十

・ネクタイ

1個  5,000円

1本  3,500円

なお、総会当日出席できない方のために通信販売も考えております

詳細は次の会報でお知らせいたします。
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慶應志木会会報

卒 業 年 度 早 見 表

の な た の 卒 業 年 度 は Q第 ??期

志木高卒業年度 大学卒業年度(普通) 期 志木高卒業年度 大学卒業年度(普通)

第 1期

2

3

4

5

昭和26卒 (1951)

27 (1952)

28 (1953)

29 (1954)

30 (1955)

日召禾日30Z卜 (1955)

31 (1956)

32 (1957)

33 (1958)

34 (1959)

第26期

27

28

29

30

昭和51卒 (1976)

52 (1977)

53 (1978)

54 (1979)

55 (1980)

55 (1980)

56 (1981)

57 (1982)

58 (1983)

59 (1984)

6

7

8

9

10

31 (1956)

32 (1957)

33 (1958)

34 (1959)

35 (1960)

35 (1960)

36 (1961)

37 (1962)

38 (1963)

39 (1964)

31

32

33

34

35

56 (1981)

57 (1982)

58 (1983)

59 (1984)

60 (1985)

60 (1985)

61 (1986)

62 (1987)

63 (1988)

平成 1(1989)

11

12

13

14

15

36 (1961)

37 (1962)

38 (1963)

39 (1964)

40 (1965)

40 (1965)

41 (1966)

42 (1967)

43 (1968)

44 (1969)

３６

３７

３８

３９

４０

61 (1986)

62 (1987)

63 (1988)

平成 1(1989)

2 (1990)

2 (1990)

3 (1991)

4 (1992)

5 (1993)

6 (1994)

16

17

18

19

20

41 (1966)

42 (1967)

43 (1968)

44 (1969)

45 (1970)

45 (1970)

46 (1971)

47 (1972)

48 (1973)

49 (1974)

41

42

43

44

45

3 (1991)

4 (1992)

5 (1993)

6 (1994)

7 (1995)

7 (1995)

8 (1996)

9 (1997)

在学中

21

22

23

24

25

46 (1971)

47 (1972)

48 (1973)

49 (1974)

50 (1975)

50 (1975)

51 (1976)

52 (1977)

53 (1978)

54 (1979)

46

47

48

49

50

:肥 L
10(1998)  卒業予定

11 (1999)        ″

12 (2000)        ″

0
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●志木だより

◆ 卒業式◆

3月 23日 (日 )第 47回卒業式が挙行され、331名 の卒業生を送り出した。推薦学部は文学部

20名 、経済学部95名 、法学部法律学科48名 、法学部政治学科48名 、商学部16名 、医学部7名 、

理工学部47名 、総合政策学部27名 、環境情報学部21名 、その他に辞退が2名 あった。優等賞9

名、皆勤賞47名 、精勤賞56名 の賞状授与の他、卒業40周 年記念証の贈呈も行われ、7期卒業生

山添嘉隆、原田稔保、熊崎順次郎、多田毅、菅原武、海原芳雄、渡辺正、岩崎仁一、渡辺忠

彦、山下整、清瀬清彦、木下晃一、市川司、小竹哲二、大山隆義、鈴木正治、石倉宗昌の各

氏のご出席がえらえた。そして代表多田毅氏より本校の教育充実資金へのご寄付があった。

◆ “慶應志木の森"植樹祭◆

H期の卒業生であられる吉田善三郎氏より昨年に引き続き慶應義塾へ山林約3.12haが寄贈さ

れ、それを記念して3月 7日 から3日 間現地にて植樹及び森のセミナーが行われた。今回は′鳥居

塾長をはじめとして長島理事、鐵野校長、教員、生徒、父母、卒業生、日本大学育林研究室

の学生、地元の関係各氏そして地元の高校生等々多数の参加のもとに行われた。

◆ 入学式◆

4月 6日 (日 )′鳥居塾長出席のもと第49回 入学式が挙行された。受験入学者は一般200名 、帰

国17名 、内部進学は普通部5名 、中等部32名 の総勢254名が入学した。なお、入学志願者数は

1,501名 (内帰国は77名 )であった。

◆ 教職員の移動◆

今年度もまた専任・講師・職員合わせて21名 の新任および退職の方々がおられた。特に今

春定年を迎えられた外国語の吉田様、理科の渡嘉敷様、職員の堀込さんそれぞれに個性豊か

な方でした。

◆ 慶早戦の応援◆

5月 31日 (土 )の第1回 戦に1年生全員で応援に参加した (こ の日カルガモがH羽誕生)。 ち

なみに5-3で勝ち、その勢いをかって2回 戦にも勝利、9シ ーズン振りに優勝を果たした。

◆ 展覧会等鑑賞◆

7月 3・ 4・ 5日 学年毎にルーヴル展 。東京博物館 。映画 (草刈り十字軍)・ 歌舞伎教室を鑑

賞します。また、1年生は防災館見学も予定しています。

◆ キャンパス見学会◆

6月 21日 (土)理工学部見学会 各学年希望者

7月 3日 (木)湘南藤沢見学会 3年生全員

◆ 学部説明会◆

7月 4日 (金 )文系各学部の説明会 (三田518番教室)

0
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◆主事就任にあたって◆

昭和41年 4月 希望に燃えて慶應義塾志木高校にやつて来ました。19期生が同窓ということになります。

以来31年 という歳月が流れました。最初のうちは授業もしどろもどろで、生徒諸君はよく我慢 してつき

合つてくれたと思います。年に3・ 4回 は授業を放棄し、グランドでソフトボールとかサツカーとか楽し

みました。放課後、日黒まで拉致されボーリングをしたことも記憶 しています。若い頃は、生徒諸君と

こういうつき合いをしたものです。10年後、生徒の叔父さんの年齢になりました。授業もある程度自信

が出来、余裕がでてきました。また、自分ではいいアドバイザーとして接 してきたつもりですが、当時

の生徒諸君適切な指導が出来たでしようか ? 20年後、父親の年齢になりました。この頃が一番怖かっ

たのではないでしようか。自分の子供と区別がつかず手がとんだこともあつたと思います。ゴメンね |

そして30年後の今、まろやかになりました。というのは多分嘘でしょう。頑固になりました。気が短 く

なりました。

平成9年 4月 大きな転機がおとずれました。主事を務めることになったのです。2カ 月程経過 した今、

この30年いかに楽してきたかが分かりました。歴代の主事に敬意を表すのみです。自分に務まるのだろ

うか、と考える毎日でした。しかし、多くの方々の支持を受けている以上弱気では済みません。自分の

力の及ぶ限り精一杯努力する覚悟です。皆様のご協力をお願いします。

さて、来年 (平成10年 )創立50周年を迎えます。記念式典は秋9月 26日 (土 )を 予定しています。記念

事業として合宿所の建設、図書館の増設、教室の増設、クロカンコースの充実、野火止用水の復活等々

を考えています。これらは塾予算で解決する予定ですが、卒業生諸氏にお願いしたい事があります。新

しい事業として「教育研究基金」を設けたいと思います。この資金として最低1億円欲 しいのです。卒

業生が1万人を越え、1人 1万円寄付 して頂けると丁度1億円になりますが、まだ親のすねかじり、あるい

は仕事に就いたばかりで苦 しいという方もいるでしょう。そこで、約半数の方々に1人2万円の寄付をお

願いします。この基金により素晴らしい後輩が巣立ち、若い先生が力をつけてくれることでしよう。

もう1つ お願いがあります。それは、20世紀に向けた志木高等学校の将来像です。中高一貫教育、男

女共学、あるいは定員増等々考えられますが、私は今の形態 (1学年250人 6ク ラス)に 固執 しています。

そして、全国各地からも有能な人材を発掘 したいと思います。志木高等学校の将来像について卒業生諸

氏にも色々な考え方があると思います。その貴重なご意見をお聞かせ下さい。お願いばかりになりまし

たが、私の挨拶に代えさせて頂きます。

龍田 正浩

創立50周年記念誌についてのお願い

慶應志木高では、1998年 に迎え

的なご協力をお願いいたします。

る創立50周 年の記念誌の準備を進めてし

担当 志木高教諭 三義 英一 君

まヽす。OB諸氏の全面

(23期卒)

提供して頂ける資料や著書 。図書類、また原稿を郵送などでお届け願える

場合は宛て先を「志木会事務局 竹内」として下さい。

0



1997(春・夏号)● vd 17

(1・ 2の 霧賛T季
会 。平成 8年度定例会を

平成8年 ■月22日 (金曜日)、 午後5時、初冬の日差 し

は早 くも没 し家路 を急 ぐ勤人で雑踏する街角は街路

灯の灯火に包まれていました。

早 くも会場の「Q E D CLUB」 には、幹事諸君の顔

が並んでいました、少 し気後れするほど格調の高い

構えをしたメンバズクラブで したが、玄関で支配人

の「仙石君」の出迎えを受けて安心 しました。

今回は都合の悪い方が多 く I ttH名 ・ Ⅱ期7名 ・ゲ

ス ト1名 となりました。定刻、ほぼ全員が揃ったとこ

ろで開会を致 しました。

開会に先立 ち本年故人 とな られた、田中久雄君

(I期 )、 新井清平君 (Ⅱ 期 )、 原田 実君 (Ⅱ 期)の

ご冥福 を祈つて、出席者全員で「黙祷」 を捧げまし

た。桜井 (英 )君 より [志木会]の近況報告、平成9

年H月 30日 (日 曜日)に 開催される「第3回 志木会総

会」に参加の呼びかけがあ りました。薮田幹事の開

会の辞、乾杯で懇談に移 りました。

仙石君の心尽 くしのご馳走の山と、豪華な会場に

流れる、井上君の弾 く妙なるピヤノの旋律に聴 き惚

れ、本当に素晴 らしい雰囲気の中で同窓会をさせて

いただきました。

恒例の藤井応援団長の指揮で「若き血」を全員で

大合唱の後、午後8時 Ⅱ期の鴻田幹事の閉会の辞で散

会を致 しました。

当日の出席者 (順不同・敬称略 )

[I期 ]井上栄一、今井義夫、大谷 熙、

神山 尉、菊地誠之助、栗田睦弘、

桜井英太郎、龍野和久、中込 旭、

藤井 淳、薮田勝久

[Ⅱ 期]浅川 浩、嵐田三郎、鴻田一章、

仙石正夫、田中 実、忽滑谷岱司、

花井良文

[ゲ ス ト]田 中未亡人

)

本年度の活動状況は次の通りです。(敬称略)

1.2月 19日 (水)新年会 於 :港区芝浦「牡丹」

出席者

来賓恩師 (7名 )

鐵野善資 野口福次 奥井泰夫 建部勇之助

斉藤 顕 高山 弘 山田忠雄

池田信彦 入山利彦

大海渡嘉夫

北原光夫 鴻田益孝

高木夫人 武田哲夫

西松 賞 野村 昭

藤井祥彦 福原隆史

増山隆史 村木善郎

山中楯機 吉澤伸二

(幹事 増山雅久)

5月 21日 (水)若手落語家を育てる会

於 :日 本生命江戸橋 ビル5階

出演者 立川ワコール (立川談志門下 )

ワコール君は、昭和63年 (経 )慶 應義塾史上初

めての落語家第一号 として本格的な古典落語を

志す一方、 ミッキーカーチス氏のア ドバ イスも

あって、映画出演にも意欲的に取 り組んでいる。

現在、本業の落語の他、タツプダンス、シナリ

オ制作等、余技の修練 にも力を入れている毎 日

会員 (31名 )

相澤 武 市川 清

石井信光 小川 誠

片柳利隆 菊本宏一

称原幹雄 高木正泰

内藤 晋 中川誼美

灰田公彦 服部尚弘

馬渕祥宏 馬渕夫人

森村陽一 望月 洋

⑩
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である。各方面から寄せられる期待は大である。

(幹事 西松 賞 )

出席者 (34名 )

大海渡嘉夫 大海渡夫人 鴻田益孝

小川 誠 桜庭康硯 坂本照夫 渋谷哲夫

滝 啓二 滝夫人 田島啓一 西松 費

馬渕祥宏 馬渕夫人 吉澤伸二

一般参加 20名

3.7月 5日 (土)サ ンセットデイナーパーテイー

於 :サザンクロスリゾー ト

同時開催

(1)第 54回 ゴルフコンペ

於 :サ ザンクロスCC

(2)ク ルージング (フ ィッシング体験 )

(幹事 大海渡嘉夫 )

(ゴルフ幹事 原 孝夫 )

その他の予定

9月 末 (京都にて音舞台)

(幹事 内藤 晋 )

健康サロン10年 1月

(幹事 大海渡 嘉夫 )

(馬渕言己)

田中良忠  高知尾勲  高橋成太郎 千葉宗雄

塚田宣文  寺島厚二  都筑邦彦  中村直昭

信川健介  林  誠  平峯義和  福地広彦

古川充洋  前原広徳  松井高陽  丸地能弘

三上 晃  水上 宏  森田旦一  森本純生

八木橋洋  横溝健之  吉田雄二  山田益弘

(敬称略)

13期 の会として毎月第四木曜日 6時 より『貴奈』

にてシキの会として行います。港区六本木3-13-12

03-3478-1678 (山 田益弘君のお店) 会費30∞円

誰かが居ますので出張の時でもスケジュールを合

わせてご出席を。

(寺島記 )

①
朝 淳 ピア刑 サイ知 レ

(志木会30期  昭和54年度卒 )

お屠蘇気分 も拭い去れぬ 1月 17日 (金 )、 津田ホー

ルにおいて、ビアニス ト中畑淳が創造する世界に浸

り、月並みな言葉だが、心身共に満たされ豊かな気

持ちでホールを後にした。

そ して、この時期 (年始)に リサイタルを開 くた

めの準備、研鑽 を押 し量 り、ピアノヘの情熱に感動

しなが ら、より楽 しい、より大 きな世界を描 きなが

ら多くの方々が次回を期待 しながら帰路に着いた。

門外漢が論ずることを憚 りますが、選曲・組合せ

などの演出はピアノファンを魅了させたの一言に尽

きる。更にアンコール曲として演奏 された、ショパ

ンの練習曲OP10-3(号 Uれの曲)、 続いてこのコンサー

ト最後の曲、リス トの夢は、高音部を極細なタッチ

と極致の技術は、これこそ中畑淳の音の世界、その

世界へ聴衆すべての人が引き込 まれ、一体 となリピ

アノを楽 しんでいた。私 もその幸せを共有 させて頂

いた一人であった。次回を楽 しみにするばか りでは

なく、在校生や卒業生に楽 しむ機会を創ることも私

の責任 と言 うよりは、熱い感動をより多 くの塾生・

塾員に体験 させたく思い続けてお ります。

拙文ではあ りますが、ピアニス ト中畑淳の御紹介

と、今後の御活躍 として感動 をお祈 り申し上げなが

ら結びといたします。

慶應志木高 体育科 後藤

③
瑚 中 ヽ

平成9年6月 14日  於六本木

貴奈にて素晴 %し い会で した。2時 より7時ごろまで

建部先生、斎藤先生、後藤先生ご出席頂きました。出

席者の顔を思い出せますか。

安達允彦  阿部鴻平  飯島 智

石川忠久  円城寺昭弘 岡本 一

香川正典  神谷 修  川村知重

佐久間岬一 椎野開八郎 清水武寿

鈴木健雄  鈴木 岡」 鈴木英樹

池田義哉

岡本経世

木暮航一

菅谷敬臣

鈴置暁夫

0
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囲碁・将棋部長 松本康男

近年、囲碁・将棋部が熱い。平成8年度もそうであった。

高校の将棋大会で、一番規模が大きいのが、高校文化連盟の主催する全国高等学校将棋選手権大会で

ある。出場者数は二百数十名にものぼるので、県内4箇 所に別れて地区予選がおこなわれる。ベス トエイ

トが県大会に出場 し、 リーグ戦で優勝者が決定する。平成8年 5月 18日 (土 )、 慶應志木高の古田龍生が、

この棋戦を制 して優勝 した。実は、個人戦での三年連続の快挙であった。埼玉県での新記録である。

さらに、翌日5月 19日 (日 )同大会の団体戦でも慶應志木高校が優勝 した。三年生の小松、宇野、一年生

の永井の三名のメンバーだ。これで、全国大会への出場は、個人戦も団体戦も我が校が独 り占めして し

まった。 (全国大会は8月 5～ 6日 北海道で開催されたが、双方とも二日目に残れなかった。)

6月 17～ 18日 の二 日間にわたって行われた全国高等学校将棋竜王戦大会埼玉県大会の トーナメン トで、

古田が優勝 した。 (全国大会は8月 下旬に九州で開催されたが、彼のベス トエイ ト入はならなかった。)

10月 6日 (日 )埼玉県高等学校将棋王位戦で、またもや、古田が優勝 した。これによって、かれは、埼玉

県将棋三冠王に輝いた。これも新記録のようだ。

他方、囲碁部門では、今井悠生が5月 に行われた全国高等学校囲碁選手権大会埼玉県大会で第二位に入

り、埼玉県代表チーム (男子2名 十女子1名 )の メンバーとして、8月 の全国大会 (北海道)に 出場 した。

| くところで、平成9年6月 16日 全国高等学校将棋竜王戦大会埼玉県大会で、永井健一郎が今年の優勝を遂げ

: た。この原稿は、その優勝の日に、その喜びの中で書いたものである。〉

中年男性 と肝臓病 ――――

R
小豆沢病院 院長 石川 徹 (23期卒 )

この数年、日本における肝硬変、肝臓癌による死亡率が急増しています。特に50歳代60歳代の男性の死

亡率が高いのが特徴です。芸能人でいえば石原裕次郎も渥美 清もそうでした。肝硬変、肝臓癌の原因と

してB型やC型の肝炎ウィルス感染やアルコールの影響が考えられています。

最近ではほとんどの検診でGOTや GP「といわれる血液検査が行なわれていると思います。皆さん方の中

にも異常値を指摘された方がおられるかもしれません。この数値が高いほど異常なわけですが、肝臓病の

場合、血液検査で異常値がでても、また病状がかなり進んでも「自覚症状Jはほとんどないという特徴が

あります。

わたしの病院にも病状がひどくなって初めて受診するかたが時におられます。お話しを聞くと「以前か

ら検診の度に肝機能障害とはいわれていたのですが、仕事は忙しいし、とくに自覚症状もなく元気だった

ものでそのままでいました」とおっしゃられます。「もう少し早く受診していてくれたらこんなに肝臓病

を悪くすることはなかったのに」と残念でなりません。

B型やC型の肝炎ウィルスに感染しているかどうかは血液検査でわかります。アルコールによる脂肪肝

などの障害も血液検査と腹部の超音波検査でわかります。いずれも簡単な検査です。働き盛りの皆さん方

のなかで、もし検診で肝機能障害を指摘されたけれども精密検査を受けていない方がおられるとしたら、

億劫がらずに病院を受診なさってください。あなた自身とご家族のため、そして社会のために。

⑭
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同憲会名簿担当からのお願い

◎名簿の情報をFAXで送つて下さい。

●今回同封した「名簿入力用データ」を必ず学校に送つて下さい。

あなたの情報を待つてます′′

●変更のない方も新しい索引を作る為是非お送り下さい。

◎転居先不明者の消息を御存知の方、出来るだけ

多くの方に同窓会の案内状をお送りしたいので

是非下記志木高の竹内さんまで連絡を下さい。

◎他校に負けない内容の濃い名簿を作成する為、

皆様の御協力をお願い致します。

連絡先

〒353 志木 1市本田14-14-1
慶應志木高校 竹内富美子 宛

丁EL (048)471-1361
FAX (048)474-3008
又は、各期幹事へ 8月末までに

⑮
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○恵まれない同窓会名簿に

□ 申込み用紙に自分の名前とサイズを記入する

□ FAXでも郵送でも良いから今すぐに申し込む

これであなたもオトナの仲間入り。

明るい老後が約束されました。

※広告代金は名簿作成の 要な源資の 1つです。

J

=・
発行 慶應志木会(慶應義塾志木高等学校同窓会)

〒353 志本市本町4-14-1
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